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2024（令和６）年 郡山市は市制施行 100周年!! 
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福島大学食農学類と郡山市の連携事業の一環として本市の食と農に関する課題に一年を通して

取り組む「農学実践型教育プログラム」。 

本市特産品である「ナシ」、「郡山ブランド野菜」を活用し加工品の開発に取り組む学生達が、地

元野菜や加工品が揃う開成マルシェにおいて、総菜・スイーツの試作品の販売及び商品化への検討

を行います。 

 

１ 日 時 ８月 10日(土) 10:00～14:00 

(開成マルシェ開催時間 9:00～14:00) 

２ 場 所 開成柏屋店中庭（開成マルシェ会場） 

（郡山市朝日 1丁目 13-5） 

３ 内 容 総菜・スイーツの試作品販売及び商品化検討 

４ 参 加 者 福島大学食農学類学生 11名 

福島大学食農学類教員２名 

本市農業政策課職員 
 

福島大学食農学類 農学実践型教育プログラム 
学生と教員をメンバーとして地域の食と農に関する課題に取り組むプログラムで、

県内７自治体で実施されています。 
福島大学と郡山市における農業に関する連携 

平成 25(2013)年に福島大学経済経営学類・大学院経済学研究科と連携協定を締結。その 
後、平成 31(2019)年４月１日開設の福島大学食農学類と連携協力に関する覚書を締結し、 
公開授業の開催、農学実践型教育プログラムの実施など、農業や食品産業等の発展及び振 
興に向けた取組みをしています。 
郡山市産梨 

熱海町を中心に幸水、豊水、二十世紀等の品種が栽培されており、中でも特選郡山梨は、 
光センサーの導入により、みずみずしく糖度の高い(12.5度以上)品質が自慢の美味しい梨 
です。 
郡山ブランド野菜 

年間数百品種の野菜を育て野菜を知り尽くした目利きである生産者が、郡山の土地や気候と
の相性から品種を選定し、郡山市を代表する野菜を作ろうと2003年からスタートしたプロジェ
クト。現在14種の郡山ブランド野菜が目利きの生産者によって生産されています。 
開成マルシェ 

福島の食の復興を目指す一般社団法人食大学が主催する、県内の生産者・団体・企業などの
皆様の”顔が見える”マルシェ。2013年から年数回ずつ開催される当マルシェでは、県内の多
くの農産物や加工品が販売されています。 

2024 年８月１日 

郡山市農林部 

農業政策課 

課長 佐久間 守隆 

TEL：924－2208 

 

福島大学・郡山市連携事業「農学実践型教育プログラム」 

福島大学食農学類の学生が郡山市特産品である「ナシ」、

「郡山ブランド野菜」を使った商品開発を行います。 

 

SDGｓ ターゲット 2.4 「災害に対する適応能力を向上させ、持続可能な食料生産システムを確保し、強靭な農業を実践する」 
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